
第２分科会：学習指導

令和５年１月３１日
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「主体的・対話的で深い学びの実現」
～ｷｰ･ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰの育成を意識したカリキュラムマネジメントを通して～
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課題設定の理由
○生徒の実態から

・スケジュール管理、計画性の乏しさ・・・主体性に

・無解答率を減少させたい・・・各教科のワークを活用できないか

○学校全体の課題

・一人一台端末・・・使ってみよう→学習のねらいに迫るために

・学力向上を全教科の取組に

・学習指導要領の確実な実施・・・教科指導における習得・活用・探求
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ギガスクール構想
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研究テーマ

「主体的・対話的で深い学びの実現」

～ｷｰ･ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰの育成を意識した

カリキュラムマネジメントを通して～
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キー・コンピテンシーの定義と
3つのカテゴリー、9つの能力

キー・コンピテンシーはOECD（経済協力開発機構）が行う国際学力調査（PISA）
の枠組みの基本です。文部科学省ではこのキー・コンピテンシーを3つのカテ
ゴリーに分け、さらに9つの能力に分類しました。

出典：「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ 補足資料」

※コンピテンシーとは、日本語で資質や能力を指します。能力といっても単な
る知識や技能をだけではありません。技能や態度を含む、さまざまなリソース
を活用しながら複雑な要求に対応し、グローバル化や近代化により多様化す
る世界を生き抜く実践的な能力です。
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研究仮説

キー・コンピテンシーの育成を意識して

教育活動を展開することにより、

生徒の生活力が向上し、

生徒が主体的に学習に取り組み、

確かな学力が身につくであろう。
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具体的な取組
＜研究組織＞

10

学力向上
推進委員会

活用部会
(教科等)

人間関係部会
(道徳)

自律活動部会
(特別活動)

校長

研究推進委員会

全体研修会

教頭



学力向上推進委員会
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○隔週の水曜日４時間目（研修主任・各学年担当）

○キー・コンピテンシーに関する校内研修を企画し、研究計画を立てる。

・キーコンピテンシーに関する自己評価項目の設定

○研究内容と組織（活用部会・人間関係部会・自律活動部会）

スローガン：よく見て、よく聴いて、よく考えて・・・



目指す生徒像
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目指す生徒像(思慮深く考える生徒)

・課題解決に向け、ツールを活用できる生徒

・多様な集団においてよりよい人間関係を
築ける生徒

・心身ともに健康で、
自律的に行動できる生徒

ｷｰ･ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ３つのカテゴリ－

１．社会・文化的、技術的ツールを
相互作用的に活用する能力

２．多様な社会グループにおける
人間関係形成能力

３．自律的に行動する能力



【活用部会】（教科指導を通して）
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・教科におけるキー・コンピテンシーの明確化

・個人取組計画シートの作成

・生徒に｢見通し｣を持たせた授業の実施

・学力向上だよりによる学習についての啓発

・ノート指導の工夫

・答えを配らないワークの活用

・基礎学力ｺﾝﾃｽﾄによる基礎・基本の定着
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９
つ
の
能
力

具体的な活動と能力 アンケートでの質問内容

１のカテゴリー、社会・文化的、技術的

ツールを相互作用的に活用する能力

A 言語、シンボル、テクストを相互

作用的に活用する能力

自分の考えや感じたことを目的に応じて

文章や言語で表現できる

KC1-A
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9
つ
の
能
力

各教科の具体的な活動と能力

自分の考えや感じたことを目的

に応じて文章や言語で表現できる

KC1-A

数学
自分の考えや思考の過程を式・

文章・ことばで表現することが

できる
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学習過程
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（ ）

３ － Ｂ

１ － Ａ

時
期

時
期

時
期

３学期 内容・観てほしいポイント等

３月 データの読み取り
　問題場面に対して，与えられた度数分布表やヒ
ストグラム等のデータから根拠をもって判断し，
自分の考えを数や文章で表現し相互作用的に活用
する場面を取り入れる
　　　　　　　　（グループ活動での伝え合い）

単
元
名
等

データの活用

２学期 内容・観てほしいポイント等

９月頃 方程式の解き方
　自分の解いた問題について，公式や定理等を使
いながら自分の考えを数式や文章で表現し相互作
用的に活用する場面を取り入れる
　　　　　　　　（グループ活動での伝え合い）

単
元
名
等

方程式

各教科の
ｋｃ評価内容

　自分の考えや思考の過程を式・文章・ことばで表現することが
できる。

授業公開計画（目安：学期に１回）

１学期 内容・観てほしいポイント等

４～７月 　生徒１人１人に，「本時のねらい」に対しての
「見通し」を持たせ，それをもとに授業を組み立
てることで，主体的に課題に取り組めるような活
動を取り入れる

単
元
名
等

正の数・負の数
文字の式

重点ｋｃ能力 １　社会・文化的，技術的ツールを相互作用的に活用する能力

Ａ　言語，シンボル，テクストを相互作用的に活用する能力

重点ｋｃ能力 ３　自律的に行動する能力

Ｂ　人生設計や個人の計画を作り実行する能力

各教科の
ｋｃ評価内容

　既習事項から課題解決の見通しを立てて、活用できる。
　応用問題や証明において、答えや結論にむけて筋道を立てて考
えることができる。

令和４年度 校内研修 個人取組計画シート(教科)

記入例（色付きの部分のみ入力ください）

氏名(教科名) 柿沼　和樹 数　学

＜個人重点取組＞

kc：3-B既習事項から課題解決の見通しを立てて
活用できる。

本年度は，毎時間「ねらい」に対して自分なりの
「見通し」を持たせることをテーマとして授業を
行っている。与えられた解法ではなく，既習事項
等から生徒が考え出した「見通し」にそって授業
を進め，授業のおわりに「ふり返り」を行うこと
で，学欲（主体的に学ぶ態度）を向上させていき
たい。

＜授業例＞
学習課題「多面体とは何か」
問題「学習素材の７つの立体を、特徴を

見つけて仲間分けしよう」

前単元の平面図形のときの学習内容から本時の

課題解決につなげていく。



学力向上
便り
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ノート例
（国語ノートを３段にし、自分の考えが書けるノート）

19

気づいたことや自分が
考えたことを

板書をノートに

見出しを



数学シート
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自分なりの見通しや

参考になった友達の考え
複数の解法が書ける
ようスペースを広く

振り返り



【活用部会】（教科指導を通して）
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・教科におけるキー・コンピテンシーの明確化

・個人取組計画シートの作成

・生徒に｢見通し｣を持たせた授業の実施

・学力向上だよりによる学習についての啓発

・ノート指導の工夫

・答えを配らないワークの活用

（期間を決め、学校で答え合わせ）

・基礎学力ｺﾝﾃｽﾄによる基礎・基本の定着



基礎学力コンテスト
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課題提示 → 家庭学習 → コンテスト → 補習

パーフェクト賞



【人間関係部会】
(道徳教育や生活指導を通して)
・道徳教育や生活指導におけるキー・コンピテンシーの明確化

・教育相談等の視点から、効果的な指導内容や方法の検討

・道徳の相互授業参観・ローテーション授業の実施

・外国籍の生徒との関わりを通した国際理解

・よりよい人間関係を構築するためのソーシャルスキルの向上
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２のカテゴリー、多様な社会グループに

おける人間関係形成能力

A 他人と円滑に人間関係を構築する能力

集団の中で互いの個性を認め合

い、尊重し合うことができる

KC2-A



教育相談等の視点から，効果的な指導内容
や方法の検討
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道徳授業
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相互参観授業・ローテーション授業



いじめに関する道徳の授業の計画的な実施
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重点項目に 個性の伸長、相互理解・寛容、
公正・公平・社会正義



よりよい人間関係づくり
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あいさつ運動
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【自律活動部会】
（学活や特別活動を通して）
・特別活動におけるキー・コンピテンシーの明確化

・学級会活動の継続的な実施による課題解決能力の向上

・行事等のカリキュラムに対する位置づけを検討

・生徒主体の行事や集会等の実施

・生徒のスケジュール管理能力を育成する、週間スケジュール、

システム手帳の活用
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３のカテゴリー
自律的に行動する能力

A 大局的に行動する能力

取組全体の予定や流れを考え、

行動することができる

KC3-A



行事の位置づけ
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生徒主体の行事
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学級会活動の継続的な実施による課題解決能力の向上
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生徒による
スケジュール管理
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・毎週金曜の朝に、
①全体に関わる次週の予定を生徒会から
②クラスの予定を週間予定表に



フォーサイト手帳
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今週の振
り返り

今週
やること

来週に
向けて

その日に
やること・
持ち物など



成果と課題 ｱﾝｹｰﾄ結果から（2年生）
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（2年生）
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アンケート結果から（３年生）
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（3年生）
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県学調：無解答率の減少（3年生）
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･昨年度

･県･ ３.３％
本校 ４.８％

比較＋１.５％

･今年度

･県･ ３.５％
本校 ３.０％

比較ー０.５％

県比較で
２％改善

国
語

･昨年度 本年度
･県･ ４.１％ ･県･ ７.１％
本校 ３.５％ 本校 ６.０％
比較ー０.６％ 比較ー１.１％

･昨年度 本年度
･県･ １.５％ ･県･ ３.４％
本校 １.８％ 本校 ３.１％
比較＋０.３％ 比較ー０.３％

県比較で
０.５％改善

県比較で
０.６％改善

数学 英語



教師の自由記述から
○各教科におけるキー・コンピテンシーを具体化することで、日頃から、身につけさせたい資
質・能力を意識しながら教科指導にあたることができた。

○答えを配らないワークの取組を通して、ねばり強く問題に取り組もうとする生徒が増え、普段
から生徒が質問にくる頻度も高まり、主体的に学習に取り組む生徒の姿が見られた。

○週間スケジュールの活用により、学校生活のさまざまな取組において、先を見て行動する意
識が高まった生徒が多い。

○学校行事や学級での生活で、生徒会、代表委員等、さまざまな立場の生徒に、計画、実行さ
せる場面を多く設定することで、生徒主体での運営が定着してきた。

◆感覚的な変容をどのように見取るかについて、まだ検討の余地がある。

◆システム手帳の活用について、「これからのこと」を書いて活用していきたいが、まだまだ「ふ
り返り」がメインになってしまう。肌身離さず生徒が手帳を持ち歩き、いつでも確認できるシステ
ムを確立する必要を感じた。
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ご静聴ありがとうございました。

令和５年１月３１日
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